
6よしかわ議会だより
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問　

生
活
保
護
基
準
は
保
護
受
給
者

だ
け
で
な
く
、
各
種
減
免
制
度
な
ど

に
連
動
し
て
い
る
。
吉
川
市
で
実
施

し
て
い
る
事
業
で
、
生
活
保
護
基
準

の
引
き
下
げ
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

制
度
の
数
及
び
事
業
利
用
者
数
は
。

答
市
長　

８
月
に
実
施
さ
れ
た
生
活

保
護
の
基
準
改
定
に
よ
り
影
響
を
受

け
る
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

保
険
料
の
減
免
、
下
水
道
使
用
料
の

減
免
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
地
域
生
活
支
援
事
業
の
自
己
負
担

額
や
各
種
手
数
料
の
減
免
な
ど
お
よ

そ
20
。
利
用
者
の
多
い
制
度
で
は
、

下
水
道
利
用
料
の
減
免
１
６
０
世
帯

（
25
年
11
月
末
現
在
）、
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
自
己
負
担

66
人
、
成
人
の
健
康
診
査
と
ガ
ン
検

診
が
50
人（
い
ず
れ
も
24
年
度
実
績
）

で
す
。

◆
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

問　

生
活
保
護
を
受
け
て
は
い
な
い

が
、
就
学
援
助
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
人
た
ち
（
準
要
保
護
世
帯
）
が
影

響
を
受
け
る
。
救
済
が
必
要
で
は
。

答
教
育
部
長　

新
年
度
で
新
し
い
基

準
で
就
学
援
助
の
対
象
か
ら
外
れ
る

方
へ
の
対
応
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

◆
関
小
通
学
路
の
整
備
は

問　

請
願
が
採
択
さ
れ
、
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
道
路
整
備
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

今
後
関
係
各
課

と
調
整
し
、
自
治
会
、
地
権
者
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
調
整
し
ま
す
。

佐
藤　

清
治

問　

市
は
来
年
４
月
か
ら
第
２
給
食

セ
ン
タ
ー
の
調
理
業
務
を
民
間
委
託

し
、
３
年
後
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
完

全
に
民
営
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

市
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
き
た
の
か
。

　

市
議
団
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
給
食
に
つ
い
て
84
名
か
ら
ご
意
見

を
頂
き
49
名
が
反
対
、
も
し
く
は
慎

重
に
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

説
明
会
は
９
人
参
加
で
、
第
２
給

食
セ
ン
タ
ー
は
ゼ
ロ
と
参
加
は
し
な

か
っ
た
が
、
頂
い
た
ご
意
見
は
10
通

と
い
う
の
で
は
市
民
や
関
係
者
の
ご

意
見
を
聞
い
た
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
情
報
を
徹
底

し
て
ご
意
見
を
聞
い
た
上
で
判
断
す

べ
き
で
あ
る
。
食
育
と
し
て
の
給
食

は
民
営
化
す
べ
き
で
は
な
い
。

答
教
育
長　

説
明
会
で
頂
い
た
質
問

や
意
見
の
中
に
は
事
業
に
特
に
反
対

す
る
も
の
は
な
く
、
ご
理
解
頂
け
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

答
教
育
部
長　

出
席
者
の
ご
意
見
は

概
ね
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
。

◆
吉
川
美
南
駅
西
口
駐
輪
場
増
設
を

問　

市
は
十
分
対
応
で
き
る
と
言
っ

て
き
た
が
見
通
し
が
外
れ
た
。

　

反
省
し
て
増
設
す
べ
き
で
あ
る
。

答
市
民
生
活
部
長　

も
う
一
列
屋
根

を
つ
け
て
増
設
で
き
る
か
検
討
し
て

い
る
。

問　

い
つ
ま
で
検
討
す
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

で
き
る
だ
け
早

く
し
た
い
。

小
林　

昭
子

問　

周
辺
地
域
の
中
で
も
バ
ス
路
線

が
交
差
す
る
等
、
比
較
的
利
便
性
が

良
い
地
点
に
あ
り
、
学
校
、
病
院
、

高
齢
者
施
設
も
近
い
。
公
園
の
併
設
、

ミ
ニ
健
康
相
談
、
移
動
販
売
車
の
立

ち
寄
り
等
、
地
域
の
セ
ン
タ
ー
に
。

答
政
策
室
長　

敷
地
、
規
模
拡
大
は

困
難
で
す
が
、
施
設
の
複
合
化
や
多

機
能
化
は
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
効

率
的
に
活
用
す
る
有
効
な
策
で
あ
り
、

今
後
、
取
組
み
を
進
め
る
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
於
い
て
社
会
環
境

の
変
化
や
地
域
特
性
に
応
じ
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

◆
障
が
い
児
の
就
職
・
社
会
参
加

問　

親
の
不
安
は
学
校
卒
業
後
の
就

職
や
社
会
生
活
で
す
。
支
援
体
制
は
。

答
政
策
室
長　

市
職
員
登
用
は
障
が

い
者
法
定
雇
用
率
2.3
％
を
達
成
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
障
が
い
を
も
つ

方
が
職
業
に
就
く
事
を
通
じ
、
職
業

生
活
の
自
立
を
促
進
し
職
業
の
安
定

を
図
る
と
い
う
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

障
が
い
者
の
採
用
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
で
の
来
年
度

の
受
け
入
れ
は
充
分
可
能
で
す
。

◆
障
が
い
者
用
パ
ー
キ
ン
グ
を

問　

吉
川
駅
に
設
置
を
要
望
し
た
い
。

答
市
長　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
で
き
る
共

生
社
会
の
実
現
は
重
要
な
事
で
す
。

現
在
の
吉
川
駅
の
利
用
状
況
を
見
る

と
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
今
後

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

遠
藤　

義
法

問　

水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の

啓
発
活
動
は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。

答
市
長　

今
現
在
、
水
道
水
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
計
画
は
な

い
。
し
か
し
、
フ
ッ
化
物
応
用
の
正

し
い
情
報
を
提
供
す
る
啓
発
活
動
は

必
要
で
あ
る
。

問　

実
施
す
る
予
定
の
な
い
事
業
に

市
税
と
市
の
職
員
を
派
遣
す
る
の
は

財
政
の
健
全
性
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。

答
政
策
室
長　

長
期
的
事
業
に
つ
い

て
研
究
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い

る
。
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
に
つ
い

て
は
見
直
し
を
す
る
。

◆
予
防
接
種
・
検
診
の
打
開
策
を

問　

事
態
解
決
に
向
け
提
案
し
ま
す
。

①
予
防
接
種
の
区
域
外
申
請
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
の
２
往
復
と
立
替
え
払

い
で
市
民
に
負
担
を
強
い
て
い
る
。

申
請
の
簡
略
化
と
立
替
え
払
い
を
な

く
す
施
策
を
す
べ
き
。
②
子
宮
が
ん

検
診
の
み
の
個
別
契
約
は
で
き
な
い

か
。
③
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
、
誤
解
を
招
か
な

い
よ
う
市
が
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。

答
健
康
福
祉
部
長　

①
請
求
時
の
手

間
を
省
き
、
立
替
え
払
い
な
し
で
の

対
応
な
ど
引
き
続
き
検
討
す
る
。
②

個
別
契
約
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
も
考

慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
個
別
検
診
を

集
団
で
実
施
す
る
な
ど
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
③
こ
れ
ま
で
の
保

健
カ
レ
ン
ダ
ー
に
誤
解
を
招
く
部
分

も
あ
る
。
財
源
も
再
度
検
証
し
、
内

容
も
検
討
す
る
。

齋
藤　

詔
治

問　

10
月
の
26
号
台
風
に
よ
る
当
市

の
道
路
冠
水
・
浸
水
被
害
は
、
平
成

８
年
９
月
の
17
号
台
風
と
被
害
地
域

は
同
じ
場
所
で
す
。
但
し
17
号
台
風

以
後
、
中
央
土
地
区
画
整
理
等
に
よ

り
新
た
に
設
置
さ
れ
た
調
整
池
に
よ

り
、
そ
の
周
辺
の
被
害
は
軽
減
さ
れ

て
い
ま
す
。大
雨
ご
と
に
道
路
冠
水
・

浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
地
域
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
一
日

で
も
早
い
、
治
水
対
策
が
急
務
で
す
。

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
開
発
に
伴
い
、

新
た
な
調
整
池
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
他
「
須
賀
・
榎
戸
地
域
」

「
中
央
公
民
館
南
側
地
域
」「
第
二
給

食
セ
ン
タ
ー
周
辺
」
そ
れ
ぞ
れ
に
新

た
な
調
整
池
を
設
置
す
る
事
が
浸
水

被
害
を
解
決
す
る
最
大
治
水
対
策
と

考
え
、
早
急
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
年
次
計
画
を
定
め
積

極
的
に
、
国
・
県
へ
要
望
し
て
頂
き

た
い
。

答
市
長　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
開

発
に
於
け
る
事
業
計
画
案
で
の
調
整

池
は
、
開
発
面
積
に
応
じ
た
要
領
で

計
画
し
て
い
る
。
開
発
地
域
付
近
に

は
県
の
調
整
池
も
位
置
づ
け
さ
れ
て

お
り
、
早
期
整
備
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
。
大
き
な
浸
水
被
害
を
解
決

す
る
に
は
、
調
整
池
を
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
回
浸
水
し
た
全

て
に
調
整
池
を
造
る
、
単
独
事
業
は

困
難
で
あ
り
、
国
・
県
・
市
等
の
新

た
な
事
業
に
併
せ
、
総
合
的
に
人
的

被
害
、
住
宅
へ
の
浸
水
被
害
が
避
け

ら
れ
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。

安
田　

真
也

問　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
問

題
点
に
関
す
る
所
見
を
。

答
市
長　

今
回
の
竜
巻
被
害
に
お
い

て
、
全
壊
が
11
世
帯
で
あ
っ
た
越
谷

市
は
法
が
適
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、

全
壊
が
１
世
帯
で
あ
っ
た
松
伏
町
に

は
適
用
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
等
を
鑑
み
る
と
、
同
じ
災
害
で
受

け
た
被
害
に
対
し
、
支
援
を
受
け
ら

れ
る
世
帯
、
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
が

存
在
す
る
と
い
う
不
均
衡
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
支
給
要
件
等
に
つ

い
て
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問　

１
自
治
体
に
よ
る
支
援
制
度
に

は
限
界
が
あ
る
為
、
広
域
的
な
助
け

合
う
仕
組
み
を
構
築
で
き
な
い
か
。

答
市
長　

国
の
制
度
が
適
用
さ
れ
な

い
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
独
自
の
制
度

を
、
都
道
府
県
が
市
町
村
と
と
も
に

創
設
す
る
動
き
が
あ
り
、
栃
木
県
で

は
今
年
４
月
か
ら
県
と
市
町
村
が
基

金
を
設
け
、
国
と
同
様
の
支
援
を
行

う
制
度
を
創
設
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

先
般
、
埼
玉
県
に
お
い
て
も
、
県
及

び
市
町
村
に
よ
る
独
自
の
支
援
制
度

に
つ
い
て
の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

県
及
び
越
谷
市
・
松
伏
町
等
10
市
町

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

け
、
年
度
内
に
支
援
策
に
つ
い
て
の

方
向
性
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
議
論
を
も
と

に
、
広
域
的
な
助
け
合
う
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
基
準
引
下
げ
影
響
と

市
民
負
担
増
と
な
ら
な
い
対
応

学
校
給
食
は

民
営
化
す
べ
き
で
な
い

東
部
地
区
公
民
館
を
複
合
施
設
の

機
能
を
持
つ
セ
ン
タ
ー
に

水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は

中
止
す
べ
き

恒
常
的
浸
水
被
害
地
域
の
解
決

策
は
新
た
な
調
整
池
を
早
急
に

災
害
被
害
に
関
す
る

支
援
制
度
に
つ
い
て


